
 

今年度のコーディネーター講座が７月９日よりスタート
しました。第１回目は岡山県精神科医療センターのドクタ
ーとしてご活躍の来住由樹（きしよしき）先生に「発達障
害児の支援―困難事例から学ぶ」と題してご講演をいただ

きました。
ご多忙の中，多くの資料やスライドを用意してください

ました。そして医学の立場から，発達障害の大まかな概念や，詳しい事例をとおしての具体的な
お話をいただき，中身の濃い１時間３０分となりました。アンケートの一部をご紹介します。

保育園
自閉症児を担当しています。日々迷いなが
ら生活を共にしています。自分自身もっと

勉強して，少しでも役に立つようになりた
いと思いました。何の知識もないまま担当
になり，悩むことばかりです。今回のよう
な機会を多くもっていただきたいと思いま
した。

幼稚園
いろいろな特性をもった子どもたちが増えています

が，どの子どもにも愛情をもち，その子に合わせて生活
していくことが何より大切なのだなあと感じました。集

団生活の中で，二次的な障害を生むことがないように，
気をつけて対応していきたいと思いました。何でその子
が混乱しているのか知る努力をして，丁寧に向き合うこ
とが何より大切なのだと感じています。

小学校
「特別扱い」ではなく「特定の配慮」が必要である
ということが参考になった。人間関係において，問
題が起こったとき，パイプ役としての指導者の特定
の配慮がとても大切だと思う。児童の中の混乱のい

ろいろを的確に捉えられるよう，研修を積みたいと
思う。

中学校
先の見通せるお話でとてもよかったです。
乳幼児期からどのような視点で支援をして
いけばよいか，多くのご示唆があり，大変
有意義でした。

高等学校
詳しく事例を説明してくださり，知らないことも多
くあった。いただいた資料の２枚目のスライドは学

校で同僚に知らせたいと思った。
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「特別扱い」と「特定の配慮」の違い

■ＡがＢを叩いた。

■Ｂに対して「Ａは○○だから我慢してね」という

のが、「特別扱い」である。

■ＡがなぜＢを叩いたかを考え、そうしないですむ

ような方法をＡに教えるのが、「特定の配慮」で

ある。

■Ａの行動のメカニズムをＢが分かる言葉で教える

のも、「特定の配慮」である。

他のアンケートにも多く書かれていたスライ
ドを，来住先生のご了解をいただいてご紹介
します （ ２枚目のスライド」というのが下。「
のスライドです）


